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広 報
.2面…ダイオキシン類削漏対策工事

.3面…博物館[年閉会員J;を募集

.4面…大きな不用昂の処分方法

.5面…地方分権スタート

主な内容
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平
田
耶
市
は
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
規
格
l
S
0
1
4
0
0

1
の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

ー
S
0
1
4
0
0
1
と
は
、
環
境
対
策
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
や
団
体
を
認
証
す
る
国
際
規
格
で
す
。

こ
の
認
証
を
取
得
す
る
に
は
、
企
業
や
団
体
が
自
ら
環
境
へ
の
負
荷
を
減
ら

す
「
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
を
作
り
、
審
査
登
録
機
関
の
審
査
を
受
け
、

合
格
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
平
原
市
で
は
、
昨
年
十
月
か
ら
取
り
組
み
を
始

め
、
生
活
水
や
紙
、
電
気
、
公
用
車
の
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
を
削
減
す
る
ほ
か
、
ケ
ナ
フ

の
普
及
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
県
内
の
自
治
体
で
こ
の
認
証
を
取
得
し
た

の
は
横
須
賀
市
に
次
い
で
二
番
目
(
市
内
で
は
十
三
の
事
業
所
が
取
得
)
で
す
。

削
減
し
ま
し
た

用
紙
類
初
%
、
ガ
ソ
リ
ン
3
%

「新
聞
と
雑
誌
と
チ
ラ
シ
は

分
別
し
て
」

「事
務
用
品
は
再

生
品
を
使
お
う
」
:・
。
今
回、

認
証
の
対
象
と
な
っ
た
施
設

(市
役
所
本
庁
舎
・
新
館
、
笠

原
分
庁
舎
、
松
原
分
庁
舎
)
で

は
、
こ
の
よ
う
な
行
動
を
職
良

一
人
一
人
が
実
践
す
る
こ
と
で
、

昨
年
と
比
べ
、
用
紙
類
二

O
%

(目
標
は
三
%
)
、
ガ
ソ
リ
ン

三
%
(
同

一
%
)
、
生
活
水

一

O
%
(
同
三
%
)
な
ど
を
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
四
月
に
本
格
的
に
施
行

し
た
環
境
基
本
条
例
に
は
、
「環

境
問
題
の
解
決
に
市
が
率
先
し

て
行
動
す
る
」と
定
め
て
お
り、

こ
の
認
証
取
得
の
取
り
組
み
は
、

条
例
の
考
え
方
を
具
体
化
す
る

意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
取
り
組
み
の

輪
が
市
内
の
事
業
所
に
広
が
る

さ
ヱ
又
援
し
て
い
き
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
環
境
政
策

課
l
S
O
事
務
局

(内
線
2
6

6
1
)
 

なぜ、市が取得するの?

① 条例に規定している市の穴

務としての「率先行動」を具

体化できます

② これから認証を取得しよう

とする事業所などを支援す

るこ と が できます

① 省エネルギーや資源の節減

などを組織的に進め、コスト

面での削減につながります

@ 職只の窓臓の向上を闘り、

環境に配威した施策の推進

に結びつきます

⑤自治体としてのイメージア

ツプや信頼性の向上が期待

できます

ち
の

ま

e 
減す ;
るね ーの 。:
でそ :
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つ L ・
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次
は
l
S
0
9
0
0
0

シ
リ
ー
ズ
に
挑
戦
し
て

大
野
耕
一
さ
ん
(
徳
延
)

一
歩
踏
み
出
す

い
い
機
会
で
す
ね

中
村
郁
子
さ
ん

(
錦
町
)

今
凶
の
認
証
取
得
は
、
生
活

の
中
で
、
「
こ
れ
く
ら
い
は
い

い
か
」
と
甘
え
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら

一
歩
踏
み
出
し
て
考
え
る

い
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
に
は
、
環
境
の
こ
と
を

考
え
ず
、
「
売
れ
る
か
ら
光
る
」

と
い
、
司
商
品
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
の
輪
が
、
も
の

を
作
っ
た
り
売
っ
た
り
す
る
企

撲
に
広
が
る
こ
と
で
、
そ
う
い

っ
た
商
品
が
変
わ
る
と
い
い
で

「
取
り
ま
し
た
」
で

終
わ
ら
な
い
よ
う
に

鈴
木
目
代
子
さ
ん
(
南
豊
田
)

無
駄
を
だ
さ
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
な

ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
気
持
ち
が

最
近
は
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
に
、
も
の
が
で
き
る

ま
で
の
過
程
を
教
え
、
も
の
を

大
事
に
す
る
心
を
養
う
こ
と
も

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
凶
、
市
が
率
先
し
て
取
り

組
ん
だ
こ
と
は
、
い
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

「
取
り
ま
し
た
」
で
終
わ
ら
な
い

よ
う
に
、
こ
の
取
り
組
み
を
活

用
し
て
い
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

認
証
を
取
科
し
た
効
用
ボ
は
非

常
に
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
碓

立
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
は
円
常
業
務
全
般
に
応
用
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
こ
の
考
え
方
を
さ
ら

に
進
め
る
た
め
に
、
今
度
は
品

質
保
証
の
規
格

「
I
S
0
9
0

0
0」
シ
リ
ー
ズ
に
ぜ
ひ
、
挑

戦
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。
こ
の

規
格
は
「
顧
客
(
市
民
)
満
足

度
の
向
上
」
が
尺
度
で
す
の
で
、

こ
れ
を
取
得
す
れ
ば
、
市
の
日

常
サ
ー
ビ
ス
業
務
が
さ
ら
に
改

善
さ
れ
、
評
価
が
高
ま
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

毘諮ggf議 Zt12鷲 巴合率100%-世帯 92.965(土0)-人口 253.735(-68) #悲恋趨以区設会iJflff!<平成12年2月1日現在()内は前月比〉



回らτ¥電話23・11 11・35・1111平場市役所
平成12年3月15日

併殺セン夕、

タ
イ
オ
キ
シ
ン
鰯
の

フンの後始末
1iJ. 

お厭~\r.!，1 1')'J.l1 

議:
14 :45~15:30 

4日(火)1馬入公園 |伊勢山公園 1/3¥じみ野第四公園

5日(水)1田村宮の前公園|会冥土大塚山公園| 一一一一一一

6日(木)1なでしこ公園 |松風公園 |南原公民館

7日(金)1城島公民館 |月見公園 |四之宮公園

10日(月)1旭北公民館 |四十瀬川公園 |桃浜公園

11日(火)1大神公民館 |万田公園 |吉沢公民館

12日(水)1三島公園 1*旭第一公園

13日(木)1大野公民館 |岡崎公民館

14日(金)1豊田公民館 |真田神社

17日(月M金田公民館 |徳延公園

18日(火M横内公民館 |会中原公民館

19日(水H大久保公園 |女八幡公民館

20日(木M金自公民館 |会見附台公園

生後91日以上の犬を対象に 「狂犬病の予防注射」 を実

施します。 会場へは、 行革命をしっかりとつけ、メとを押さ

えられる万が巡れてきてください。最寄

りの会場で注射できない場合には、お近

くの動物病院でも注射をすることができ

ます。

c>日程・会場 下表のとおり

c>料金登録済みの犬...3.220円

初めて差是録する犬ー..6.220円

通知舎(はがき)・愛犬手帳

※初めてf討議する場合は不要です

あ王犬病の予防注射

13 :30~14:15 9:30~11 :30 

c>持ち物

4月

環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
削
減
対
策
工
事
が
二
月
二
卜

丘
円
に
完
了
し
ま
し
た
。

こ
の
て
邪
は
、
廃
楽
物
処
理
法
に

基
づ
く
平
成
ト
問
年
十
二
月
か
ら
の

維
持
管
理
の
基
準
値
(
排
出
濃
度
1

時
l
T
E
Q/
N
d
以
下
)
に
あ
っ

た
施
設
に
す
る
た
め
平
成
卜
年
六
月

か
ら
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

改
修
後
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
知
の
漉

度
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
ド
年
上
表
の

と
お
り
、
基
準
値
を
下
阿
る
数
航
が

硲
認
で
き
ま
し
た
。
市
で
は
、
今
後

も
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
却
の
削
減
対
策
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

本

1
時
(
ナ
ノ
グ
ラ
ム
)
は
凶
億
分

の
1

g

マ
工
事
に
か
か
っ
た
経
質
十
五
億

七
千
五
十円
万
円

マ
主
な
工
車
内
容

ろ
過
式
集
じ
ん

器

(パ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
)
の
設
置
、

追
加
二
次
送
風
機
の
新
設
、
有
害
ガ

ス
除
去
装
置
の
改
造
、
無
触
媒
脱
硝

装
置
の
設
置

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
事
業
セ

ン
タ
ー
(
宮
田
|
6
6
1
5
)
へ
。

町
議

、

を
閉
鎖
し
ま
す

駅
北
川
の
公
衆
ト
イ
レ

(地
幽
@
)

を
三
月
二
卜
六
日
に
閉
鎖
し
ま
す
。

新
し
い
公
衆
ト
イ
レ
は
、
現
在
、
駅

東
側
の
自
転
車
駐
輪
場
内
に
建
設
中

で
す
(
オ
ー
プ
ン
は
五
月
中
旬
の
予

定
、
地
図
@
)。

完
成
ま
で
の
問
は
、
次
の
ト
イ
レ

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
駅
南
口
公
衆
ト
イ
レ

(地
凶
@
)

.--M時
間
利
則
で
き
ま
す

マ
梅
屋
地
下
道
入
口
前
の
公
衆
ト
イ

山王山公園

五領ケ台公園

土屋スポーツ広場

会の会場は15時まで

.4月1円から犬のそ走録・狂犬病予防注射は市の梁務になります

・犬の新規廷録・転居・注射実施などの扇け出は、環境管理課

(干li役所新館3附)までお願いします

閏環境管理課(内線2242)

レ

(地
図
@
)
:
・
利
川
時
川
は
午
前

8
時
1
午
後
8
時

マ
ラ
ス
カ
駐
車
場
内
ト
イ
レ

(
身
体

障
告
者
用
、
地
図
@)
・:
3月
幻
口

オ
ー
プ
ン
、
利
用
時
間
は
午
前
8
時

1
午
後
日
時

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
管
理
課

(
内
線
2
2
4
1)
へ
。

ま
さ
か
に
備
え
て

交通事故
から

ラ
ど
も
を
守
る
/

変
通
災
害
共
演
に
入
ろ
う

表
通
災
特
共
済
制
度
は
、
交
通
事

故
に
あ
っ
た
と
き
に
お
瓦
い
に
助
け

合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
掛
け
金
を
も
と
に
見
舞

い
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

ま
さ
か
の
交
通
事
故
に
備
え
て
ぜ

ひ
、
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
市
内
に
住
民
登
録
、
外
同

人
四
位
録
を
し
て
い
る
万

マ
共
済
期
間

5
月
I
R
3平
成
日

年
4
月
初
円
、
中
途
加
入
者
は
加
入

口
翌
日
か
ら
期
間
満
了
ま
で

マ
共
済
掛
け
金

・
大
人
別
円

・
老
人

(均
歳
以
上
の
ぶ
)
、
身
体

障
害
在
、
知
的
障
巾
一日
者
湖
円

・
中
学
生
以
下
加
円

マ
見
舞
い
金
死
亡

(則
万
円
)
1

1
週
間
以
上
1
か
月
未
満
の
障
害

(一

万
五
千
円
)
ま
で
の
6
段
階

マ
申
込
書
の
配
布

4
川
3
臼
(月
)、

四
月
六
日
(
木
)
か
ら
十
五
日
(
土
)

ま
で
、
新
入
学
(
問
)
児
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

昨
年
、
市
内
で
は
百
三
十
五
人
の

刷
児
、
小
学
生
が
交
通
事
故
で
負
傷

し
て
い
ま
す
。
新
学
期
が
始
ま
り
、

足
ど
り
-も
軽
い
新
入
学
児
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
た
め
に
、
出
か
け
る
と

き
に
「
気
を
つ
け
て
ね
」
と
声
を
か

け
る
な
ど
、
家
庭
で
の
交
通
安
全
対

策
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

A'チ
ャ
イ
ル
ド
シ
1
ト
を
忘
れ
ず
に

問
月

J
H
か
ら
、
六
歳
未
満
の
子

ど
も
を
車
に
乗
せ
る
と
き
は
、
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
l
ト
を
使
う
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
す
。

時
述
内
ト
J

M
で
市
下
が
衝
突
し
た

場
A
H
、
赤
ち
ゃ
ん
に
は
自
分
の
体
亙

の
約
三
十
惜
の
力
が
加
わ
り
ま
す
。

こ
う
な
る
と
、
マ
マ
や
パ
パ
の
抱
っ

こ
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
支
え
き
れ
ま

せ
ん
。
万
一
の
事
故
か
ら
子
ど
も
を

守
る
た
め
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
l
ト
は

忘
れ
ず
に

n
mさ
せ
ま
し
ょ
う
。

こんにち俗、園勢調宣言す
国勢調査員1，700人を募集

IJiI勢調交の調査只になって、 一緒に新しいH寺代の資料づくりをしてみま

せんか。

同勢市l査は、 5年に11凶実施され、調査結糸は、柿祉や防災など.fJ..、たちの

身近な問題を考える基俊資料になります。

c>主な仕事

.地区別に実施する印jヨ笹口事務説明会への出席

-受け持ち調査l茎の巡回、fjjJ.tji.な地図と4〆，簿の作成

. 調査区内に住む全世俗にi'J~J査察の配布

. i羽交誌の凪収・検査 ・税理

c>間 査期 間 9月上旬-10)J中旬

c>間 交地区 市で指定する地l茎(40-70世 'm:)

c>報 酬 50世帯で40.000門税 皮

c>応募方法 4月281:1(金)までに総務課 (ft21-8797)へ

くらし快適メモ<連載⑩>

クーリング・オフ制度とは?
クーリング・オフ制度とは、消費者トがいったん申し込みや契約をしても、

必要がないと考えた場合には、契約の内界をIYJらかにした性l節の交付を受

けた日から一定期間|人1(右表 会 クーリングオフの期間会

参照)であれば、巾し込みの ・訪問販売ー・・・ ・・ーー..............8日間

撤回や契約の解除ができる制 ・電話勧誘販売・・・・・・・・・・・・・・ー・8日間

皮です。 現物まがい商法ー.............14日間

クーリング ・オフをする場合 ・マルチ商法 ーー・・ーーー .........20日間

には、「いつクーリング・オフを ・特定継続的役務提供(エステ・外

したかJを明確にするために、 国語会話教室など〉 ・ー・・・・・ 8日間

簡易性留や内容JiElYJ郵便を利

用しましよう。 市民活動推進課 (内線2263)

消費生活相談:毎週金曜日午前9時~午後4時/市民相談室(市役所1階.
電話(内線ml)でも相談できます | 

4
日
(火
)
に
宅
配
業
私
自
が
作
家
庭
に

お
配
り
し
ま
す
。

マ
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
謀
(
市

役
所
束
附
属
庁
舎
2
階
)
、
市
役
所
1

階
金
融
機
関
窓
口
ま
た
は
市
内
の
金

融
機
関
(郵
便
局
は
除
く
)
へ
掛
け
金

を
添
え
て
お
巾
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
出
張
受
け
付
け

時
間
は
い
ず
れ

も
午
前
九
時
-
二
十
分
か
ら
正
午
ま
で

・
4
月
6
日
(
木
)
岡
崎
公
民
館
、
城

島
公
民
館

・
4
月
7
口
(金
)七
屋
公
民
館
、

・ぃ一円

沢
公
民
館

-
4月
日
H
(火
)金
田
公
民
館
、
並

川
公
民
館

・
4
月
ロ
口
(
水
)金
目
公
民
館
、
旭

北
公
民
館

・
4
月
日
日
(木
)神
田
公
民
館

お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
民
活
動
推

進
課

(内
線
2
2
5
4
)
へ
。

困

災害伝言ダイヤルは、大規模な災害が発生したときに、家族や友人と

の安否情報のやりとりに役立つ「声の伝言板」です。被災地の方が録音

した情報が聞けるほか、被災地の方への伝言もできます。利用契約は不

要です。 r171Jの番号を家族みんなで覚えておきましょう。

我が家の防災対策を確認く最終回〉

災害伝言ダイヤルr171J
。問い合わせ先防災課 (内線2357)



題第667号 (1日・15日発行)広報ひらつか図

博物館で何をしますかJi 

観察しよう!研究しよう!

博
物
館
の
展
示
を
見
る
だ
け
で
な

く
、
実
際
に
向
分
の
手
で
観
察
や
研

究
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
考
古
、
歴

史
、
民
俗
、
生
物
、
地
質
、
天
文
の

名
分
野
で

一
年
を
通
じ
て
活
動
す
る

「年
刷
会
旦
を
募
集
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、

三
月
三
十
一
日

(金
)
ま
で
に
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢

TM話
番
号
を
記
入
し
、

博
物
館

「
0
0
0会
」
係
(
〒
加
|

削
減
問
町
ロ
1

4
・
宮
お
1
5
1
1

1
)

へ
。
(抽
選
)

-
展
示
解
剖
叫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
・.. 

博
物
館
1
附、

2
階
の
常
設
展
示
の

解
説
を
し
ま
す

マ
活
動
日
・
定
員

を募集f年間会員J

毎
月
第
1
・
3

問
豆
品
部
@

調理ボランティアがJ1復帰をサポート
『ベルプロジェクト』 は選手の健康維持、体力

向上の基本となる食事を提供するため組織され

たボランティアグループです。 J1復帰を願い

選手たちに温かい食事とまごころを届けます。

レ
ス
ト
ラ
ン・

ベ
ル
で
聞
か
れ
た
説
明
会

古f勺宣跡を探す会では土器づくりも

ト
小
川
明
日
、
初
人

マ
会
場
時
物
館
特
別
研
究
室

-
平
塚
の
空
襲
と
戦
災
を
記
録
す
る

4
2
・・
平
塚
空
襲
に
関
す
る
資
料
の
収

集
や
聞
き
取
り
訓
食
、
戦
災
地
閣
の

作
成
を
し
ま
す

マ
活
動
日
・
定
員

毎
月
第
4
よ
咽

目
、
午
後
1
時
却
分
1
5時
、
同
人

マ
会
場
博
物
館
特
別
研
究
宅

A
V
古
代
遺
跡
を
探
す
会

:
追
跡
の
衣

而
採
集
を
過
し
て
考
古
学
に
閲
す
る

知
識
を
学
び
ま
す

マ
活
動
日
・
定
員

毎
月
第
4
円
曜

円
、
午
前
日
時
i
午
後
3
時
、
初
人

マ
会
場

野

外

ま
た
は
博
物
館
科
学

教
室

-
民
俗
探
訪
会
・:
「相
模
の
祭
と
年

中
行
事
」
を
テ
l
マ
に
各
地
を
訪
ね

ま
す

マ
活
動
日
・
定
員

年
ロ
川

(不
定

期
)
、
主
に
土

・
口
耐
日
の
午
前
叩

時
1
午
後
4
時
、
加
入

マ
会

場

野

外
ま
た
は
博
物
館
講
堂

・
石
仏
を
翻
べ
る
会
:
・
市
内
の
石
造

物
を
調
査
し
、
冊
子
に
ま
と
め
ま
す
。

マ
活
動
日
・
定
員

毎
月
第
2
・
4

レポータ一
山由美智子さん

今
年
か
ら
市
民
球
問
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た

「湘
南
ベ
ル
マ
l
レ」

の
選
手
た
ち
に
、
温
か
い
食
事
を

提
供
し
よ
う
と
発
足
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「ベ
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
』
を
取
材
し
ま
し
た
。

大
神
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
内
に
は
、

市
内
の
飲
食
庖
や
建
築
業
者
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
し
て
厨
一肘
と

「
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ベ
ル
」
と
命
名

さ
れ
た
食
堂
が
完
成
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
調
理
や
片
付
け
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
集
ま
っ
て
、
栄
養
満

点
で
お
い
し
い
昼
食
と
夕
食
が
用

恕
さ
れ
、
選
手
た
ち
に
必
ば
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
臼
、
よ
り
良
い
支
援
が
で

き
る
よ
う
に
と
熱
心
な
会
合
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

登
録
を
し
た
み
な
さ
ん
は
、

「近

く
に
住
ん
で
い
て
練
習
を
よ
く
見

に
く
る
の
で
、
調
理
の
サ
ポ
ー
ト

本
剛
円
、
午
前
凶
時
1
午
後
4
時
、

叩
人

マ
会
場

野
外
ま
た
は
博
物
館
特
別

研
究
室

-
古
文
書
購
読
会
・
:
平
塚
市
の
近
世

文
作
を
読
ん
で
、
地
域
の
歴
史
を
学

び
ま
す

マ
活
動
日
・
定
員

毎
週
金
曜
日
、

午
前
叩
時
i
午
後
4
時
、
加
入

マ
会
場
博
物
館
講
堂

-
裏
打
ち
の
会
・・
・古
文
官
の
裏
打
ち

技
術
を
学
び
、
博
物
館
資
料
を
裏
打

ち
し
ま
す

マ
活
動
日
・
定
員

毎

月
節
3
水
附

円
、
午
前
日
時
1
午
後
3
時、

5
人

マ
会
場

博
物
館
科
学
教
室

av相
模
川
の
生
い
立
ち
を
探
る
会
・:

相
続
川
流
峨
の
各
地
を
渉
き
な
が
ら
、

地
形
や
地
質
を
観
察
し
、
生
前
と
の

つ
な
が
り
を
考
え
ま
す

マ
活
動
日
・
定
員

月
1
回
、
主
に
日

曜
日
の
午
前
9
時
i
午
後
4
時
、
加
入

マ
会
場
野
外

av漂
着
物
を
拾
う
会
:
・平
塚
海
岸
に

打
ち
上
げ
ら
れ
る
生
き
物
や
人
工
物

を
集
め
、
海
の
環
境
に
つ

い
て
考
え

ま
す

マ
活
動
日

・
定
員
毎
対
第
2
上
限

日
の
午
前
9
時
却
分
1
日
時
、
初
人

マ
会
場

平
塚
海
岸

-
天
体
観
察
会
:・
天
文
現
象
の
観
察

や
天
文
台
の
見
学
を
過
し
て
、
天
体

観
察
の
知
識
と
技
術
を
学
び
ま
す

マ
活
動
日
・
定
員
月
1
回
、
主
に

士
暇
口
の
夜
間
、
犯
人
(中
学
生
以
上
)

*
凶
成
未
満
の
ぷ
は
応
必
は
が
き
に

保
護
者
取
引
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

マ
会
場

博
物
館
屋
上
、
月
光
天
文

台
(
静
岡
県
函
南
町
)
な
ど

「点
(土
金
目
的
制
」
の
一
部
と
し
て
平

成
八
年
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
架
道
橋
部
分
の
工
事
費
は

約
十
九
億
円
で
す
。
こ
の
架
道
橋
の

開
通
に
よ
り
、
市
街
地
を
通
ら
ず
に

京
商
の
移
動
が
可
能
に
な
る
ほ
か
、

県
道
平
塚
秦
野
線
の
混
雑
緩
和
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
道
路
建
詰
課

(内
総
2
4
6
9)
へ
。

で
き
ま
し
た
岡
崎
架
道
橋

3
月
U
日
(
月
)
開
通

一一一
月
一一
卜
七

n
(月
)
に
小
凹
版

厚
木
道
路
に
架
か
る
岡
崎
架
道
橋
が

開
通
し
ま
す
。一

般
車
両
の
通
行
は
、

午
前
ト

一
時
か
ら
で
す
。

岡
崎
娘
道
橋
は
、
問
泊
四
号
の
問

之
宮
林
町
交
差
点
か
ら
県
道

ω号

(上
粕
屋
南
金
目
線
)
を
結
ぶ
市
道

も
し
て
み
た
い
」、
「
フ
ァ
ン
で
試

合
を
見
に
行
く
け
れ
ど
、
少
し
で

も
選
手
の
そ
ば
で
役
立
ち
た
い
。

学
生
だ
け
ど
頑
強
り
ま
す
」
な
ど

積
極
的
な
発
行
を
し
て
い
ま
し
た
。

代
表
の
水
制

一
一
蹴
さ
ん
は
、

「ア

イ
デ
ア
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

一
日
シ
ェ
フ
の
日
を
設
け
、
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
内
の
飲
食
屈
の
コ
ッ
ク

さ
ん
に
得
意
の
料
理
を
作
っ
て
も

ら
っ
た
り
、
食
材
の
提
供
を
お
願

い
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
も
考
え

て
い
ま
す
。
市
民
球
団
の
理
念
に

基
づ
い
て
、
股
か
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
輸
を
広
げ
た
い
で
す
ね
」
と

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

J
1復
帰
に
か
け
る
湘
南
ベ
ル

マ
l
レ
を
応
援
し
て
い
く
た
め
、

私
も
さ
っ
そ
く
目
立
似
を
し
ま
し
た
。

地
域
に
根
ざ
し
た
ス
ポ
ー
ツ
文
化

発
展
の
た
め
に
多
く
の
み
な
さ
ん

に
協
力
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

↑ 

~ 

市役所に行かなくても

住民票が取れるんです
市役所の窓、口に行かな~ "1. ~， '::::・

くても、市内15か所の

「市民窓口セ ンターjで、

住民禁の写 しゃ印鑑登録

証明舎、年金現況屈、母

子健康手帳の交付な どが

受けられます。

4砂場所 なでしこ・大野・盟国・神田・大字lt.城島・岡崎・金

問・金 凶-土滋・吉沢旭下旬・旭北の各公民的、東海大学

同窓会館、駅前市民窓口センター (MNピJレ10階)

。利用できる時間

駅前:午前9時~午 後8時(土 .8昭口 ・祝円は午後5時

まで、毎月第3口曜日と年末年始は休み)

そのほか:午前9時 ~午後5時 ( 土・円 剛1:1.祝日と年

末年始は休み) 固 市民課 (内線2232)
まもなく開通!岡崎架道橋

平成11年度は青少年健全育成の年

窃えよ号 j 3告恐⑬鶴~ ~舗のちから
~学校が変わろうとしています~

消費生活モニターに描ヨヨ

自ら課題を持ち、自ら考え、自ら学ぶ

r-どものff成 をめざして、平成14年 度 か

ら「完全迎5日制」が始まり、綬業の内

科や時間剖りなどが変わります。

市内の小 ・中学校では、今年の4月か

ら2年間、 次のような準備を進めていき

ます。

女教科の学習l勾平手を特選し、基礎・基本のさらなる充実をめざします

会地域の特色を生かした、 1;<1かれた学校づくりを進めます

女「総合的な学科の時間」実施の準備をします
国

消費生前に附する意見や要望をお

聴きし、みなさんのrJ'j資生活の向」ニ

を図るため、平成12年度の消i!t生活
モニターを募集します。

。応募資格 市内にお住まいの20成

以上 の万 (平成12年度に国や県ーの

同一 円的のモニターにならない方)

。任 期 4月l口~平成13年3月31日 田.W ') 
。募 集人員 30人(先だ1)11頁) ..~哩~ ~ I-ーー
。謝礼 18.000円(予定) 熱心に勉強するモニターのみなさん

O主 な活動 モニタ ーアンケート、研修会、自主的にテーマを決めた見学

や学判、商品の品質などの調査報作、 一定期間の家計の調査報告

国 市民活動推進課(内線2263) 教育研究所 (宮 33-2121) 

来年の成人式を企画し、当日の式典巡営をしていただけるボラン

ティアスタッフを募集します。みなさんの索敵なアイデアで明るく

楽しい成人式にしてみませんか。1>対象市内にお住まいの18歳~

25歳の1j(日校生は除く)1>締め切り 4月30日(EI)

運営をしませんか
青少年課(宮32-7029)

• 成人式の企画
。申し込み先



回平成12年3月15日
電話23・11 1 1・35・11 1 1 平場市役所

D畑由主 ¥

てし

す

ど
う
し
て
も

で
き
な
け
れ
ば

蓄
は
卒
業
や
入
掌
、
就
職
や
転
勤
の
季
節
で
す
。
引
っ
越
し

ゃ
新
生
活
の
ス
タ
ー
ト
な
ど
で
、
家
具
や
電
気
製
ロ
∞
が
不
用
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
ん
な
と
き
は
、
ま
ず
再
利
用
を

考
え
て
く
だ
さ
い
。
で
も
、
ど
う
し
て
も
再
利
用
で
き
な
い
と

き
は
、
処
理
を
育
料
で
市
に
依
頼
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

す
べ
て
は
買
う

と
き
に
始
ま
る

電
気
製
品
が
壊
れ
た
ら
、
修
理
な
ど

を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
家
具
が
不
刷
に

な
っ
た
ら
、
だ
れ
か
に
譲
る
こ
と
な
ど
を

考
え
て
く
だ
さ
い
。

市
の

「不
用
品
登
録
情
報
(
七
面
参

照
こ

を
利
用
す
る
の
も

一
つ
の
方
法
で

す
。
ど
う
し
て
も
再
利
用
で
き
な
い
と
き

は
、
市
が
有
料
で
処
瑚
し
ま
す
。
た
だ

し
、
下
図
の

「市
で
処
理
で
き
な
い
ご

み
」
に
つ
い
て
は
、
購
入
先
や
処
理
専

門
諜
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

不
胤
n
m
の
処
理
に
は
手
聞
が
掛
か
り

ま
す
。
す
ぐ
に
不
用
に
な
り
そ
う
な
も
の

や
、
処
理
が
難
し
そ
う
な
も
の
は
口
わ

な
い
。
そ
れ
が
、
環
境
に
や
さ
し
い
生
活

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

一
泊
施
設
へ
の
持
ち
込
み

粗
大
ご
み
破
砕
処
理
場

包
(
包

)
4
5
5
7

た
ん
す
や
ベ
ッ
ド
な
ど
の
家
nペ
テ
レ

ビ
や
洗
端
機
な
ど
の
屯
気
製
品
は
、
粗

大
ご
み
破
砕
処
理
場
(
堤
町

=
T五
)
へ

持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
庭
ご

み
は
、

一
J
4あ
た
り
四
円
(
四
月
か

ら
は
六
円
)
で
す
。

持
ち
込
め
る
日
時
や
物
品
に
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

環
境
事
業
セ
ン
タ
ー

包
(
日

)
6
6
1
5

ふ
と
ん
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
位
や
ス
プ
リ

ン
グ
の
入
っ
て
い
な
い
マ
ッ
ト
レ
ス
な
ど

は
、
環
境
耶
梁
セ
ン
タ
ー

(大
神
一一一二

三
O
)
へ
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す。

家
庭
ご
み
は
、
一
キ

ロ
4
あ
た
り
四
円

(四

月
か
ら
は
六
円
)
で
す
。

持
ち
込
め
る
日
時
や
物
品
に
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

市で処理できないごみ

その他

浴槽、仏具、葬祭用品、回cc以
上のバイク、産業廃棄物芯ど

不 法 投 棄 は犯罪です
ごみの不法投棄を見かけた5、環境管理課(内線2240)へと連絡ください

出
し
方
ポ
ス
タ
ー

収
集
日
力
レ
ン
、
夕
l

ロ
年
度
版
を
お
配
り
し
て
い
ま
す

平
塚
市
で
は
、
資
源
再
生
ご
み
、
燃
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

せ
な
い
ご
み
、
燃
せ
る
ご
み
な
ど
、
ご
み

0

0

の
分
別
収
集
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
み
の
処
理
に
は
、
費
用
が
掛
か
り

現
在
、
平
成
十
二
年
度
版
の

「ご

み

ま

す
。
ご
み
の
誌
の
増
加
だ
け
で
な
く
、

の
出
し
方
ポ
ス
タ
ー
」
と
「
ご
み
収
集
出
し
方
に
対
す
る

「
誤
解
」
や
、
分
別

臼
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
、

円
治
会
な
ど
を
す
る
と
き
の

「手
抜
き
」
が
処
理
技
用

通
し
て
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
を
明
や
し
て
い
ま
す
。

資
料
に
は
、
分
別
の
仕
万
や
沌
立
事
項
、
ぜ
ひ
、
も
う

一
度

「山
し
方
ポ
ス
タ

各
地
尻
別
の
収
集
H
な
ど
を
掲
載
し
て

l
」
や

「収
集

nカ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧

い
ま
す
。

に
な
っ
て
、
ご
み
の
出
し
方
や
収
集
口

お
手
元
に
届
か
な
い
場
介
は
、
各
地
を
再
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

区
公
民
館
や
環
境
業
務
制

(市
役
所
新
マ
問
い
合
わ
せ
先

館
二
階
)
で
お
配
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
環
境
業
務
課
程
(剖
)
8
7
9
6

Ii内IIRD苓. 
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‘・・-
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子育て支援センター
(須賀保育園 2階)

8. FAX21-7639 
0子育ての相談・情報提供

毎週月~金曜日 9時30分~

16時(第3月曜日午後除く)

青少年相談室
(市民センター2階)

n34-7311 
く〉青少年相談(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金曜

日 10時~17時
ゐゐ ~l;n~i1U しoヤングテレホンn33-7830

(青少年専用ダイヤル)

毎週月~金曜日10時(土曜

日は1 3時)~18時30分

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

836-6013 
く〉来所 毎週月~金曜日10時
~17時

く〉電話 毎週月~土曜日9時
~17時(第2 ・ 4土曜日を除く)

至平尿駅

館
央
民

中
公錯

口
側
、子

ど
も
教
宵

圃

-

相
談
セ
ン
タ
ー
チ

民
ン

市
セ

4月13日(木)10時~。婦人

15時

。健康(相談員は保健婦)

毎週月~金曜日9時30分~16時

健康相談
(保健センター)

包 34-0311
o電話 毎週月~金曜日10時
~16時

。育児相談(来所) 毎週水曜

日9時30分~10時30分

療育相談室
(豊田分庁舎)

8. FAX32 -2738 
0子どもの発達・発育の相談

-毎週月 ー水ー金曜日10時~

15時(来所相談は予約制)

833-2333 
。専門(法律、金融、住宅、保健

医療-要予約)4月13日(木)

13時30分~15時30分

O~主音支援 毎週月~金曜日

8時30分~17時

。ボランティア 毎週月~金

曜日8時30分~17時

く〉母子 毎週月~金曜日9時~

16時

o家庭兜童 毎週月~金曜日

9時~1 6時

福祉会館

保健福祉総合相談
(市役所 1階)

221-8779 
く〉来所・電話 毎週月~金曜

日8時30分~17時

。手話案内 毎週金曜日9時

~12時30分

く〉建築設計・耐震・バリアフリー

4月17日(月) 13時~16時

く〉高年齢者職業 3月16日

(木)、 21日(火)、 4月4日

(火)、 11 日(火)9時~12時

く〉許認可各種届出 3月21日

(火)13時~16時

く〉一般市民 毎週月~金曜日

9時~16時

4月

市民相談室
(市役所 1階)

223-1111内線2293
0人権 3月21日(火)、4月4

日(火)13時~16時

く〉行政 3月21日(火)、 4月

4日(火)13時~ 1 6時

く〉一般法律(予約制) 3月15

日(水)、 22日(水)、 23日(木)、

29日(水)、 4月5日(水)

く〉登記・供託・測量 4月14日

(金) 1 3時~16時

。住宅新改築 3月21日(火)、

4月18日(火)13時~ 1 6時

く〉発明・考案・特許 4月10日

(月)10時~15時

o労働 4月13日(木)13時~

16時

。下請け取り引き 3月16日

(木)、 4月20日(木)13時30

分~16時

。年金・社会保険・労災

11日(火)1 0時~15時

。消費生活 毎週金曜日9時

~1 6時

み
ん
な
で
つ
く
る
平
塚

あ
な
た
の
「
声
」
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い



4きな不用第667号 (1日・ 15日発行)広報ひ5っか回

家
庭
で
出
た
大
き
な
不
用
品
の
収
集

を
、
市
へ
依
頼
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

収
集
は
火
・
水
・
木
曜
日
の
み
で
、
費

用
は

一
立
方
針
あ
た
り
二
千
円
(
四
月

か
ら
は
二
千
二
百
円
)
で
す
。

お
申
し
込
み
は
、
ま
ず
環
境
業
務
課

へ
電
話
し
、
収
集
日
を
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
際
、
出
さ
れ
る
す
べ
て
の
不

用
品
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

三
月
、
四
月
は
大
変
込
み
合
う
た
め、

収
集
ま
で
時
聞
が
掛
か
り
ま
す
。

ご
予

約
は
お
早
め
に
。
ま
た
、
毎
月
二
十
九

日
、
三
十
日
、
三
十
一
日
は
収
集
し
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
収
集
日
に
は
①
す
べ
て
建
物

の
外
へ
出
し
、

②
収
集
に
立
ち
会
い
、

③

そ
の
場
で
料
金
を
清
算
す
る
、
こ
と
を

お
願
い
し
ま
す
。

マ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

環
境
業
務
課
宮

(幻
)
8
7
9
6

と
a

u
E副

l'宅-，
E
E
E
F
E
E
-司
、
司

AF-C担
割
引

旭
北
公
民
館
か
ら
生
申
継

マ
3
月
白
日
(
土
)
午
後
2
時
j
2
時
箱
分

マ
S
C
N
湘
南
チ
ャ
ン
ネ
ル

(
2
凶
)
で
放
映

ードー::::1[qJ方分也スタ
「平塚らししリ

まちづくりを

坦
冗
の
産
物
務
使
っ
た
料
理
や
、
地
域
の
歴
史
、

様
々
な
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
を
紹
介
す
る
「
み
ん

な
の
テ
レ
ビ
5
平
場
発
・
ま
ち
探
険
」
を
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
放
映
し
ま
す
。
再
放
送
は
4
月
の
毎

週
水
曜
日
の
午
後
9
時
3
9時
特
分
と
、
土
曜
日

の
午
後
2
時
3
2時
相
分
で
す
。
お
楽
し
み
に
。

③権限委譲ー 住民生活に密接しているにもかか

わらす、国や県が行っていて非効率だった事

務が市町村へ委譲されます

4月か5犬の登録などが市の事務に
この 4月から市で手続きできるように芯る主

な事務は、次のとおりです。

[>犬の登録や鑑札の交付、注射済票の交付事務

[>身体障害児に対する補装具の交付および身体

障害児・知的障害児に対する日常生活用具の

給付事務

[>知的障害者に対する日常生活用具の給付事務

[>ばい煙および粉じん発生施設の設置にかかる

届け出の事務

[>風致地区内における行為の許可事務

特例市ヘ向けて
人 口 20万人以上の市が対象となる「特例市」

制度が、地方自治法の改正により創設されまし

た。県内では、平塚市など 7市が対象と芯りま

す。

特例市に指定され ると、環境や都市計画に関

する事務権限が一括して委譲されます。それに

より、市の自己決定権が拡大し、地域の実情に

応じたまちづくりが展開しやすくなります。

平塚市は、との特例市の指定に向けて、積 極

的に取り組んでいます。

「平塚らしいJまちづくりを
自己決定権が拡大するということは、自分た

ちが負う買任もそれだけ拡大することを意味し

ます。これまで以上に、まちに伺が必要で、何

をすればよいかを、市民のみ主主さんと市が一体

となって考え、行動していく必要があります。

地方分権は、まだ始まったばかり。さうなる

権限委譲や固と地方の税財源など残された問題

もありますが、拡大された自己決定権を活用し、

「平塚らしい」 まちづく りを市民のみなさんと

共に考え、進めていきます。

。問い合わせ先 企画課 (内線2323)

なぜ「分権J? 
戦後復興、そして高度経済成長を達成した我

が国の行政システムは、国が中心となって地方

を統括していく 「中央集権型」でした。

このシステムは、国が全国の都市に対して統

一的な施策をとることができ、ある意昧で公平

性が確保できます。その反面、権限が国に集中

するあまり、東京への一局集中による地域間格

差や、 どこへ行っても同じような景観の町並み

を作り出してしまった、という弊害も生み出し

ています。

もっと地域の歴史や文化、地理的条件や自然

環境忽どを生かした、個性あるまちづくりを進

めたい。市民意識は今、まちに対する受け身の

時代から、85しに適したまちを自分たちで選

択 していく時代へと変化しています。その実現

のためには、 これまでの「中央集権型」の行政

システムを、身近なことは住民に近い地方自治

体(県や市など)で判断、決定できるよう改め

る必要があります。

何が変わるの?
国 と地方の役割を見直し、権限と財源を聞か

ら地方へ移すことをめざす「地方分権一括法」

が昨年 7月に成立し、この 4月 1日かう施行さ

れます。これにより、地域の実情にあったまち

づくりを、地方自治体が立案、調整、実施する

地方分権がスタートします。

この地方分権により国と地方自治体の関係が

「対等・協力」関係に変わります。具体的には、

次の三点があげられます。

①機関委任 事務制度の廃止ーー地方自治体を国の

出先機関とみなして事務を行わせ、国が指揮

監督する制度の廃止

② 自主性の拡大ー 国や県の許認可や事前協議な

どを義務づける「関与」の見直しゃ、条 例 の

制定が法律に反しない範囲でできるようにな

ることなどにより、地方自治体の自主性が拡

大します

※
問
い
合
わ
せ
先

広
報
広
聴
課

内
線
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3 
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動
を
過
し
て
、
自
分
の
存
在
を
実
感
し
、

他
者

と
の
か
か
わ
り
の
中
で
自
分
を
生
か
し
て
い
く

た
め
の
援
助
を
し
て
い
ま
す
。

大
き
な
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
昼
食
を
と
り
、

少
し
休
む
と
パ
ッ
ト
と
ボ
l
ル
を
持
っ
て
外
へ

出
て
、

三
角
ベ

l
ス
の
野
球
が
始
ま
り
ま
す
。

喜
々
と
し
て
ボ
1
ル
を
追
い
掛
け
る
姿
は
、
通

釜
し
は
じ
め
た
こ
ろ
に
は
想
像
で
き
な
い
も
の

で
す
。
教
室
で
の
様
々
な
体
験
、
特
に
同
年
代

の
友
達
と
出
会
い
群
れ
遊
ぶ
中
で
、
お
互
い
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
務
え
合
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。

ほ
ほ
一日
を
教
室
で
過
ご
す
子
も
い
ま
す
が
、

自
分
の
生
活
リ
ズ
ム
の
中
で
部
分
的
に
利
用
す
る

子
も
い
ま
す
。毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
来
て

一
定

の
時
間
を
過
ご
し
て
帰
る
、
週
に
一回
の
ペ
1
ス
で

来
る
、
学
校
に
通
い
な
が
ら
疲
れ
て
く
る
と
顔
を

出
す
な
ど
、
様
々
な
形
態
の
通
釜
が
あ
り
ま
す
。

午
後
三
時
半
。

一
日
の
記
録
を
記
入
し
て
子

ど
も
た
ち
が
帰
っ
て
い
き
、
ざ
わ
め
き
が
消
え

る
と
、
教
室
の

一
日
が
終
わ
り
ま
す
。

-
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側
宮

(お
)
6
0
1
3

適
応
指
導
教
室
の
一
日

午
前
九
時
半
。
最
初
の
通
室
生
が
や
っ
て
来

ま
す
。
十
時
半
ご
ろ
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
が

五
、
六
人
に
な
る
と
、
教
室
に
少
し
活
気
が
出

て
き
ま
す
。
窓
辺
に
座
っ
て
ギ
タ
ー
を
弾
く

子
、
中
央
の
テ
ー
ブ
ル
で
教
科
書
を
広
げ
る

子
、
そ
の
隣
で
漫
画
を
読
ん
で
い
る
子
:
:
:
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ペ

l
ス
で

一
日
が
始
ま
り
ま
す
。

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る

「適

応
指
導
教
室
」
は
、
様
々
な
理
由
で
現
在
学
校

を
休
ん
で
い
る
小
・
中
学
生
の
た
め
の
教
室
で

す
。
こ
こ
で
は
、
体
験
活
動
や
小
集
団
で
の
活

づ
す
ど
も
の
自
我
と
反
対
癖

す
。お

母
さ
ん
が
外
に
出
て
遊

び
な
さ
い
と
い
う
と
家
に
い

よ
う
と
し
た
り
、
片
付
け
や

着
替
え
を
急
が
せ
よ
う
と
す

る
と
わ
ざ
と
ぐ
ず
ぐ
ず
し
た

り
し
ま
す
。
こ
れ
も
、
自
我

が
発
達
し
て
き
て
い
る
表
れ

な
の
で
、

い
ち
い
ち
争
つ
で

も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
が
反
抗
し
た
と
き

に
、
重
要
な
こ
と
で
な
け
れ

ば
「
そ
う
な
の
、

じ
ゃ
あ
、

お
母
さ
ん
待
っ
て
い
る
か
ら

い
い
よ
」
と
、
子
ど
も
の
行

動
を
受
け
入
れ
て
待
っ
て
み

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
受
け

入
れ
ら
れ
、
認
め
て
も
ら
え

る
と
、
そ
れ
が
物
事
に
興
味

を
持
っ
て
取
り
組
ん
だ
り
、

自
信
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る

の
で
す
。

-
保
健
セ
ン
タ
ー

包

(
弘

)
0
3
1
1

質
問

@ 
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の

主
強
は
次
第
に
強
く
な
っ
て
、

じ
ゃ
ま
を
さ
れ
る
と
泣
い
て

抵
抗
し
ま
す
。
三
歳
ご
ろ
、

「
い
や
」

「や
だ
」
と
言
葉
で

抵
抗
す
る
の
は
、
自
我
が
成

三
歳
の
子
ど
も
の
母
親
で

す。

日曜
近
、
反
抗
期
な
の
か

何
で
も

「
い
や
」
「
や
だ
」
と

一冨
っ
て
、
一言
う
こ
と
を
聞
き

ま
せ
ん
。
私
も
イ
ラ
イ
ラ
し

て
、
し
か
つ
て
ば
か
り
い
ま

す
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し

ょ
う
か
。

お
答
え

お
子
さ
ん
が
、
お
母
さ
ん

の
一官、
つ
こ
と
に
何
で
も
反
抗

す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
困
っ

て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
ね
。

子
ど
も
は
六
か
月
ご
ろ
か

ら
ス
プ
ー
ン
を
持
ち
た
が
る

な
ど
、
新
し
い
こ
と
を
自
分

で
や
っ
て
み
た
い
と
欲
求
す

長
し
て
、
自
分
が
や
り
た
い

こ
と
を
そ
の
場
で
主
張
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
表
れ
で

す。
一
歳
過
ぎ
か
ら
三
歳
く
ら

い
ま
で
の
子
ど
も
が
、
一
言
わ

れ
た
こ
と
と
反
対
の
こ
と
を

す
る
「
反
対
癖
」
は
、
こ
の

年
ご
ろ
の
性
格
的
な
特
徴
で

コンロ(天ぷら油など)による火災は、昨年1年間に市内で16件発生してい

ますく火災原因の第2位入次のことに注意して、コンロによる火災を防ぎま し

ょう。①油を入れた鍋を火にかけたままその場を離れない②天J3iら油の灘固剤

を使うときは、注意書きをよく読んで正しく使 う

天ぷ5油の火災にご用心
。問い合わせ先 警備課 (内線2619)
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